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郡山市の出生数の推移（1924～2023年）

1974年（出生数4,838人）
第２次ベビーブーム

市制施行後最大出生数
市制施行50周年

1989年（出生数3,919人）
元号が昭和から平成に

出生数が4,000人を下回る

2011年（出生数2,978人）
東日本大震災

出生数が3,000人を下回る

2022年（出生数1,978人）
出生数が2,000人を下回る

1965年5月 安積郡全町村、田村郡（田村町）を合併
1965年8月 田村郡（西田村、中田村）を合併

1925年6月 桑野村を合併

1954年11月 富田村の一部を合併

1955年1月 高瀬村の一部を合併
3月 大槻町を合併

11月 岩江村の一部を合併

1924年9月 小原田村を合併
市制施行

1966年（出生数3,275人）
丙午（ひのえうま）による出生数減少

1947年（出生数2,462人）
第１次ベビーブーム

出典：郡山市統計書

人口動態統計（e-Stat）

郡山市統計一班

2024/5/17 政策開発部政策統計課

郡山市の出生数は、市制施行50周年の1974（昭和49）年をピークに減少している。

※出典ごとの集計方法が異なるため、単純に比較ができないことに留意が必要。
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※出典ごとの集計方法が異なるため、単純に比較ができないことに留意が必要。 
※全国の出生数については、昭和 19～47 年は沖縄県を含まない。 
また、昭和元年・５年・10 年の出生数の総数には、男女不詳が各 1 含まれている。 

2024/5/22 政策開発部政策統計課 
 郡山市・福島県・全国の出生数の推移（1924～2023） 

郡山市 

全 国 

福島県 

1924 年 9 月 小原田村を合併 
市制施行 

（出生数 822 人） 

1925 年 6 月 桑野村を合併 

1947 年（出生数 2,462 人） 
第１次ベビーブーム 

1954 年 11 月 富田村の一部を合併 

1955 年 1 月 高瀬村の一部を合併 
3 月 大槻町を合併 

    11 月 岩江村の一部を合併 

1965 年 5 月 安積郡全町村、田村郡（田村町）を合併 
1965 年 8 月 田村郡（西田村、中田村）を合併 

1966 年 
丙午 

第１次ベビーブーム 
（1947～1949 年） 

1949 年 福島県ピーク 
（出生数 73,051 人） 

第２次ベビーブーム 
（1971～1974 年） 1949 年 全国ピーク 

（出生数 2,697 千人） 

1974 年（出生数 4,838 人） 
第２次ベビーブーム 

市制施行後最大出生数 
市制施行 50 周年 

2011 年（出生数 2,978 人） 
東日本大震災 

出生数が 3,000 人を下回る 

2022 年（出生数 1,978 人） 
出生数が 2,000 人を下回る 

2011 年（出生数 15,190 人） 
東日本大震災 

2023 年（出生数 9,804 人） 
出生数が 10,000 人を下回る 

1973 年（出生数 2,092 千人） 
第２次ベビーブーム 
（1971～1974 年） 

2016 年（出生数 977 千人） 
出生数が 1,000 千人を下回る 

出典：郡山市統計書    
   郡山市統計一班 

人口動態統計（e-Stat） 

福島県現住人口調査年報 

郡山市の出生数は、市制施行 50 周年の 1974（昭和 49）年をピークに減少している。 

また、福島県及び全国の出生数は、1949（昭和 24）年をピークに減少している。 

1974 年（出生数 32,884 人） 
第２次ベビーブーム 
（1971～1974 年） 


